
誰もが安心して学べる学校
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子どもの成長・発達、そして育ちの環境は多様であり、
学校は「みんなの居場所」となる教育(インクルーシブ教
育)の実現が求められています。

釧路校では、所属する分野で「教科等の専門」を深める
とともに、それを広げ「誰もが安心して学ぶことができる

学校」を探求する 独自の科目 が開設されています。

学校教育・発達教育・地域環境・国語・社会
英語・数学・理科・美術・音楽・家庭・保健体育所属分野

・授業の”つまづき”をどうする?
・認知やアプローチ方法が多様
な子どもの共同でつくる授業

・セクシャルマイノリティの
子どもたちが安心できる環境

・発達障害の可能性がある子ども
(通常学級8.8%)を包摂する学級経営
・一人ひとりの「困り感」をみんな
で解決するには?

・不登校、いじめ、児童虐待、貧困
ヤングケアラー等への対応
・学童保育、無料塾、子ども食堂等

スクールカウンセラー他外部講師派遣協力
管内教育委員会・児童相談所等と調整中

さらに詳しくはこちら

↓

北海道教育大学釧路校で探求しよう!!

実施主体:北海道教育大学釧路校発達教育実践分野
(特別支援教育研究室・教育心理学研究室)

釧路校独自の専攻科目

授業観察・外部講師派遣等の協力
附属学校・市内学校と調整中

※ここに記載した科目以外
にも「特別支援教育」に
関する科目が充実!!

不登校の子どもは増加傾向

を
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